
十
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
に
開
催
し
た
第
四
十
六
回
全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
大
会　

東
京
大
会
・
第
二
十
七
回
東
京
都
小
学
校

国
語
教
育
研
究
大
会
は
、
の
べ
一
一
一
四
人
の
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
実
り
多
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
大
会
は
「
未
来

を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造
―
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
が
育
つ
言
語
活
動
の
充
実
―
」
を
研
究
主
題
と
し
て
、
二
年
間
に
わ
た
り
各

部
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
三
十
五
の
研
究
授
業
と
と
も
に
研
究
協
議
会
で
の
提
案
で
は
、
新
し
い
時
代
の
国
語
教
育

に
つ
い
て
具
体
的
な
実
践
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
観
者
か
ら
も
「
ど
の
授
業
も
子
供
た
ち
が
意
欲
的
に
参
加
し
て
い
て
、
素
敵

だ
と
感
じ
た
。
子
供
た
ち
が
自
分
の
考
え
を
も
て
る
よ
う
な
課
題
設
定
、
資
料
の
提
示
の
仕
方
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
も
た
せ
方
、
様
々

な
工
夫
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
か
っ
た
。」「
子
供
た
ち
が
生
き
生
き
と
活
動
し
、
学
び
を
力
に
し
て
い
る
様
子
が
分
か
り
ま
し

た
。」「
実
際
に
授
業
を
見
学
し
、
思
考
力
、
表
現
力
、
探
究
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
主
体
的
な
学
習
が
で
き
て
い
て
参
考
に
な
り
ま
し

た
。」
な
ど
、
研
究
の
成
果
が
伝
わ
る
す
ば
ら
し
い
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
会
顧
問
・
参
与
の
先
生
方
に
は
、
研
究
を
価
値
付
け
、

さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
に
各
学
校
で
活
用
す
れ
ば
よ
い
の
か
方
向
付
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
も
、
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
会
の
成
果
と
し
て
、
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
本
会
で
培
っ
て
き
た
単
元
学
習
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
考

え
方
で
あ
る
今
後
の
教
育
の
方
向
性
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
新
し
い
世
代
の
授
業
力
の
あ
る
先
生
方
が
育
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
成
果
を
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
つ
な
ぎ
、
今
後
も
よ
り
よ
い
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

狂
言
方　

山
本
東
次
郎
様
に
よ
る
狂
言
や
特
別
講
演
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
が
育
ん
で
き
た
言
葉
を
大
切
に
す
る
文
化
に
つ
い
て
、
大

変
感
動
的
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
ス
室
長　

木
原
秋
好
様
・
山
根
基
世

様
か
ら
は
、
子
供
た
ち
に
言
葉
の
力
を
つ
け
る
こ
と
が
人
生
を
よ
り
よ
く
生
き
る
力
に
な
る
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
改
め
て
言
葉
に

つ
い
て
振
り
返
る
学
び
と
な
り
ま
し
た
。
山
根
基
世
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
話
が
研
究
授
業
で
の
子
供
た
ち
の
姿
と
重
な
り
ま
す
。「
真
剣
に

出
来
事
に
向
き
合
う
と
き
、
子
供
た
ち
の
言
葉
は
、
素
晴
ら
し
い
生
き
方
に
つ
な
が
る
言
葉
と
し
て
育
っ
て
く
る
の
で
す
。」
こ
れ
か
ら

も
子
供
た
ち
の
言
葉
と
心
を
豊
か
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校
）

第
四
十
六
回
全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
大
会
・
東
京
大
会
を
終
え
て

会 

長　

鶴　

巻　

景　

子
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一　

主
催

全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会

東
京
都
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会

二　

後
援

文
部
科
学
省
・
全
国
都
道
府
県
教
育

長
協
議
会
・
全
国
連
合
小
学
校
長
会
・

東
京
都
教
育
委
員
会
・
杉
並
区
教
育
委

員
会
・
東
京
都
公
立
小
学
校
長
会
・
杉

並
区
立
小
学
校
長
会
・
杉
並
区
教
育
委

員
会

三　

日
程

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

…　

杉
並
公
会
堂

　
　
　
　
　
　

…　

四
〇
六
名

（
一
）
全
小
国
研
理
事
会
・
総
会

（
二
）
開
会
式
・
全
大
会

（
三
）
基
調
講
演

　

演
題 

「
新
た
な
時
代
の
教
育
課
程
と

国
語
教
育
」

　
　
　

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

　
　
　

教
育
課
程
課
教
科
調
査
官

 

水
戸
部　

修
治　

様

（
四
）
特
別
講
演

狂
言
「
柿
山
伏
」「
附
子
」

　

演
題 

「
言
葉
は
こ
と
だ
ま
―
古
典
が

教
え
て
く
れ
る
こ
と
―
」

　
　

山
本
会
狂
言
方

 

山
本　

東
次
郎　

様

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
八
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

　
　

杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校

　
　

杉
並
区
立
杉
並
第
一
小
学
校

　
　
　
　
　

 

…
二
校
計　

七
〇
七
人

　
　

大
会
二
日
間
合
計　

一
一
一
三
人

（
一
）
授
業
公
開

　

二
校
合
わ
せ
て
全
三
十
四
学
級
公
開

（
二
）
研
究
協
議
会

　

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部
、
書
く
こ

と
部
、
読
む
こ
と
部
、
言
語
文
化
部
の

四
部
に
よ
る
研
究
発
表
及
び
協
議
会

（
三
）
実
践
発
表
会

　

全
国
か
ら
発
表
者
を
募
り
、
二
校
合

わ
せ
て
十
本
の
実
践
発
表
及
び
協
議
会

（
四
）
記
念
講
演

　

杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校
会
場

　
　
　
　
　
　

演
題 

「
こ
れ
か
ら
の
国
語
教
育
―
小
中

一
貫
教
育
の
視
点
か
ら
―
」

　
　
　

十
文
字
女
子
大
学
教
授

 

冨
山　

哲
也　

様

　
　
　
　
　
　

演
題 

「
今
、
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ

る
言
葉
の
力
」

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

 

山
根　

基
世　

様

杉
並
区
立
杉
並
第
一
小
学
校
会
場

　
　
　
　
　
　

演
題 

「
こ
れ
か
ら
の
国
語
教
育
―
言
語

活
動
の
充
実
の
視
点
か
ら
―
」

　
　
　

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

　
　
　

教
育
課
程
課
教
科
調
査
官

 

水
戸
部　

修
治　

様

　
　
　
　
　
　

演
題 

「
今
、
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ

る
言
葉
の
力
」

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

 

木
村　

秋
好　

様

四　

大
会
基
調
提
案
概
要

平
成
二
十
六
年
十
一
月
に
、
文
部
科

学
大
臣
か
ら
中
央
教
育
審
議
会
へ
の
諮

問
が
行
わ
れ
、
平
成
二
十
八
年
八
月
二

十
六
日
に
出
さ
れ
た
「
次
期
学
習
指
導

要
領
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
の
審
議
の
ま

と
め
」
に
つ
い
て
、
昨
年
十
一
月
ま
で

に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
関
係
諸
団

体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
答

申
に
向
け
て
の
議
論
を
経
て
、
答
申
、

そ
し
て
新
学
習
指
導
要
領
の
告
示
が

迫
っ
て
い
る
。

次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
基
本
方

針
に
は
将
来
の
予
測
が
難
し
い
社
会
の

中
に
も
、
伝
統
や
文
化
に
立
脚
し
た
広

い
視
野
を
も
ち
、
志
高
く
未
来
を
創
り

出
し
て
い
く
た
め
に
、
必
要
な
資
質
・

能
力
を
子
供
た
ち
に
着
実
に
育
む
こ
と

を
実
現
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
示
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
習
や
生
活
の
基
盤
づ
く
り

と
い
う
視
点
か
ら
、
小
学
校
段
階
に
お

け
る
言
語
能
力
の
育
成
は
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
こ
の
育
成
の
核
と
な
る
国
語

科
の
果
た
す
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

大
切
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
平
成
二
十
七

年
度
か
ら
、
研
究
主
題
を
「
未
来
を
拓

く
国
語
教
育
の
創
造
」
と
設
定
し
た
。

「
未
来
を
拓
く
」
と
は
、
実
生
活
に

生
き
て
働
く
言
葉
の
「
知
識
・
技
能
」

を
確
実
に
習
得
し
、
未
知
な
状
況
に
も
、

課
題
意
識
を
高
く
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で

獲
得
し
た
言
葉
の「
思
考
力
や
表
現
力
」

を
駆
使
し
て
解
決
し
、
未
来
或
る
社
会

会　
　

場

参
加
人
数

会　
　

場

参
加
人
数

記
念
講
演
Ⅰ

記
念
講
演
Ⅱ

記
念
講
演
Ⅰ

記
念
講
演
Ⅱ

大
会
研
究
主
題
・
副
主
題

未
来
を
拓
く

 

国
語
教
育
の
創
造

―
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
が
育
つ

 

言
語
活
動
の
充
実
―

副
会
長　

朴
木　

一
史

第
46
回
全
国
小
学
校
国
語
教

育
研
究
大
会
〜
東
京
大
会
〜

第
27
回
東
京
都
小
学
校
国
語

教
育
研
究
大
会
報
告
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に
お
い
て
主
体
的
・
協
働
的
な
営
み
の

も
と
、「
探
究
力
」
を
も
っ
て
、
自
律

的
に
生
き
て
社
会
参
画
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
研
究
副
主
題

を
「
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
が

育
つ
言
語
活
動
の
充
実
」
と
し
た
。

研
究
主
題
に
迫
る
た
め
に
、
必
要
な

力
を
本
会
は
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

（
一
）
主
体
的
に
問
題
を
見
つ
け
、
課

題
意
識
を
高
め
て
、
課
題
を
設
定
す
る

力 

【
課
題
設
定
力
】

（
二
）
課
題
追
究
・
解
決
す
る
た
め
に
、

駆
使
す
る
思
考
・
表
現
の
力

 

【
思
考
力
と
表
現
力
】

（
三
）
思
考
力
・
判
断
力
を
駆
使
し
て

協
働
的
に
課
題
を
追
究
し
解
決
す
る
力 

 

【
課
題
解
決
力
】

（
四
）
多
面
的
な
視
点
か
ら
解
決
の
方

法
を
判
断
し
、
探
究
的
に
課
題
解
決
す

る
力 

【
解
決
方
法
選
択
の
判
断
力
】

（
五
）
自
ら
の
生
活
を
主
体
的
に
、
豊

か
に
営
む
た
め
の
読
書
の
力

 

【
読
書
力
】

（
六
）
言
語
文
化
や
国
語
の
特
質
を
感

受
し
、
尊
重
す
る
力

 

【
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
】

（
七
）（
一
）
〜
（
六
）
を
生
活
や
他
の

学
習
に
機
能
さ
せ
る
力 

【
活
用
力
】

こ
れ
ら
七
つ
の
力
を
研
究
主
題
に
迫

る
た
め
の
必
要
な
力
と
し
て
、
研
究
を

推
進
し
て
き
た
。

本
会
で
は
、
副
主
題
に
あ
る
「
思
考

力
・
表
現
力
」
と
「
探
究
力
」
を
次
の

よ
う
に
と
ら
え
た
。

単
元
の
目
標
に
向
か
っ
て
は
、「
思

考
力
と
表
現
力
」
を
駆
使
し
て
、
主
体

的
・
協
働
的
に
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。

ま
た
、
単
元
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
過

程
に
お
い
て
、
単
元
を
通
し
て
「
思
考

力
と
表
現
力
」
を
身
に
付
け
て
い
く
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
思
考
力
と
表
現
力
」

は
技
能
の
側
面
で
捉
え
て
研
究
を
進
め

て
き
た
。

「
探
究
力
」
に
つ
い
て
は
、
課
題
解

決
の
「
学
び
方
」
の
側
面
と
捉
え
る
こ

と
と
し
た
。
課
題
解
決
に
向
け
て
の
そ

れ
ぞ
れ
の
学
習
過
程
に
お
け
る
「
学
び

方
」
を
探
究
力
と
捉
え
て
研
究
を
進
め

て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
思
考
力
・
表
現
力
」

と
「
探
究
力
」
を
分
け
て
捉
え
て
研
究

を
進
め
て
き
た
。

児
童
に
「
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探

究
力
」
を
育
む
た
め
に
は
、
副
主
題
に

掲
げ
た
よ
う
に
、
学
習
過
程
に
適
切
な

言
語
活
動
を
設
定
し
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
充
実
し
た
言
語

活
動
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
よ

う
な
条
件
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
一
）
設
定
す
る
言
語
活
動
は
、
児
童

の
主
体
的
な
、
思
考
・
表
現
が
発
動
さ

れ
る
学
習
過
程
と
な
っ
て
い
る
か
。

 

【
児
童
主
体
の
視
点
】

（
二
）
設
定
す
る
言
語
活
動
は
、
児
童

が
何
を
学
ぶ
の
か
、
学
ん
だ
の
か
、
単

元
の
目
標
達
成
に
資
す
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
か
。 

【
学
力
保
障
の
視
点
】

（
三
）
設
定
す
る
言
語
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
身
に
付
け
た
力
を
活
用
し
、
機

能
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
。

 

【
活
用
・
機
能
の
視
点
】

（
四
）
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
に
即
し

た
言
語
活
動
に
な
っ
て
い
る
か
。

各
研
究
部
会
で
は
、
領
域
特
性
に
即

し
て
、
次
の
観
点
を
踏
ま
え
て
具
体
的

な
研
究
内
容
を
設
定
し
て
研
究
を
進
め

て
き
た
。

（
一
）
研
究
主
題
、
副
主
題
に
即
し
、

育
て
た
い
言
語
能
力
と
目
指
す
児
童
の

姿
を
明
確
に
す
る
。

（
二
）
児
童
の
興
味
関
心
や
言
語
生
活

を
踏
ま
え
て
、
育
て
た
い
言
語
能
力
を

焦
点
化
し
、
言
語
活
動
の
工
夫
が
図
ら

れ
る
単
元
を
開
発
す
る
。

（
三
）
主
体
的
・
協
働
的
学
び
を
展
開
し
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
言
語
能
力
が
確
実

に
身
に
付
き
、
活
用
さ
れ
る
学
習
過
程

を
工
夫
す
る
。

（
四
）
単
元
を
通
し
て
一
人
一
人
の
児

童
の
言
葉
の
力
の
育
成
に
資
す
る
評
価

と
指
導
の
一
体
化
を
工
夫
す
る
。 　

大
会
で
公
開
し
た
授
業
の
す
べ
て
は
、

開
発
単
元
で
あ
る
。

単
元
開
発
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
よ

う
な
手
順
を
踏
ま
え
た
。

（
一
）
多
面
的
な
視
点
か
ら
分
析
的
に

児
童
の
実
態
を
把
握
す
る
。

（
二
）
身
に
付
け
さ
せ
た
い
言
葉
の
力

が
学
習
指
導
要
領
の
ど
の
指
導
事
項
に

位
置
づ
い
て
い
る
か
を
明
確
に
し
、
児

童
の
実
態
と
の
関
係
か
ら
、
単
元
の
目

標
を
設
定
す
る
。

（
三
）
児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
単
元
の

目
標
達
成
に
ふ
さ
わ
し
い
素
材
を
選
択

し
学
習
材
化
す
る
。

（
四
）
学
習
過
程
を
明
確
に
し
、
単
元

を
構
造
化
し
、
指
導
事
項
に
即
し
た
言

語
活
動
を
設
定
す
る
。

五　

大
会
を
終
え
て

十
四
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
東
京
大
会
。

本
会
が
全
小
国
研
の
大
会
を
担
う
時

は
、
常
に
新
た
な
教
育
の
方
向
性
が
示

さ
れ
、
日
本
の
未
来
を
拓
く
国
語
教
育

を
提
案
し
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

本
大
会
の
成
果
と
課
題
を
精
査
し
、

新
た
な
教
育
の
方
向
性
に
対
応
す
べ
く

研
究
を
深
め
、
国
語
教
育
を
リ
ー
ド
し

て
い
く
決
意
で
あ
る
。
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一　

研
究
主
題
に
つ
い
て

本
部
会
で
は
「
未
来
を
拓
く
国
語
教

育
」
と
は
、
変
化
す
る
社
会
を
生
き
抜

く
た
め
に
、
話
合
い
の
学
習
を
通
し
、

自
ら
課
題
を
発
見
し
解
決
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
や
、
異
な
る
考
え
の
相
手
と
主

体
的
協
働
的
に
課
題
解
決
し
た
り
、
新

し
い
考
え
を
創
造
し
た
り
す
る
こ
と
と

考
え
、
研
究
主
題
を
設
定
し
た
。

①　
「
自
己
充
実
を
目
指
す
」
と
は

実
生
活
に
生
き
る
話
題
で
の
話
合
い

活
動
を
通
し
、
児
童
は
考
え
の
広
が
り

や
深
ま
り
、
話
合
っ
た
こ
と
が
生
か
さ

れ
豊
か
に
な
る
経
験
を
得
る
。
話
合
っ

て
よ
か
っ
た
と
い
う
満
足
感
や
充
実
感

を
得
て
、
よ
り
高
い
学
習
意
欲
を
も
つ

こ
と
が
自
己
充
実
で
あ
る
と
考
え
る
。

②　

 「
主
体
的
・
協
働
的
に
話
し
合
う
」

と
は

一
人
一
人
の
児
童
が
自
分
の
考
え
を

も
ち
、
自
ら
の
言
葉
で
表
現
し
よ
う
と

す
る
主
体
的
な
態
度
や
、
異
な
る
考
え

を
尊
重
し
な
が
ら
新
し
い
考
え
を
創
造

し
よ
う
と
す
る
協
働
的
な
態
度
を
身
に

つ
け
る
中
で
、
思
考
力
・
表
現
力
及
び

探
究
力
が
育
成
さ
れ
る
と
考
え
る
。

二　

研
究
の
内
容

①　

話
題
設
定
の
工
夫

生
活
に
根
差
し
た
終
末
の
活
動
を
設

定
す
る
こ
と
で
、
目
的
意
識
・
課
題
意

識
を
明
確
に
も
っ
て
話
合
い
に
臨
め
る

よ
う
に
す
る
。

②　

指
導
の
工
夫

◎
育
て
た
い
力
の
明
確
化

低
・
中
・
高
分
科
会
ご
と
に
重
点
を

定
め
、「
主
体
的
・
協
働
的
な
話
合
い

に
お
い
て
育
て
た
い
力
」
の
表
を
作
成

し
、
育
て
た
い
力
の
系
統
性
を
明
確
に

示
し
た
。

◎
話
合
い
例
の
提
示

育
て
た
い
力
に
即
し
、
応
じ
方
、
考

え
方
、
展
開
の
仕
方
な
ど
を
示
す
。

◎
話
合
い
の
可
視
化

意
見
を
整
理
、
関
係
付
け
、
展
開
を

捉
え
や
す
く
す
る
た
め
「
話
合
い
ボ
ー

ド
」
を
活
用
す
る
。

③　

評
価
の
工
夫
と
活
用

◎
何
を
意
識
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
の
か

話
合
い
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
さ
せ
る
。

◎
途
中
で
振
り
返
り
、
自
己
評
価
を
生

か
し
て
、
使
い
た
い
言
葉
な
ど
を
指
導

す
る
。

◎
終
末
に
話
合
い
方
を
振
り
返
る
。

一　

研
究
主
題
に
つ
い
て

今
日
、
自
分
の
思
い
を
言
語
化
し
て

簡
単
に
発
信
で
き
る
ツ
ー
ル
が
溢
れ
て

い
る
。
今
後
、
そ
う
し
た
手
段
を
活
用

し
て
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
的
確
に

伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
ま
ず
「
実
の

場
で
活
用
で
き
る
確
か
な
書
く
力
」
を

身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
書

く
こ
と
部
で
は
、本
会
研
究
主
題
の「
未

来
を
拓
く
」
に
つ
な
が
る
言
語
活
動
を

「
日
々
の
生
活
で
書
く
こ
と
に
親
し
み
、

書
い
た
も
の
を
実
の
場
で
生
か
し
て
い

く
こ
と
」
と
考
え
た
。
書
く
こ
と
を
苦

手
と
し
て
い
る
児
童
が
「
書
い
て
よ

か
っ
た
」「
も
っ
と
書
き
た
い
」
と
、
充

実
感
や
達
成
感
を
得
る
姿
を
目
指
し
た
。

「
実
の
場
」
と
は
、
児
童
の
書
い
た

作
品
が
実
際
に
生
か
さ
れ
る
場
の
こ
と

で
あ
る
。
自
分
の
書
い
た
も
の
が
生
活

の
中
で
実
際
に
活
用
さ
れ
る
経
験
を
通

し
て
、
書
く
こ
と
に
対
す
る
充
実
感
や

有
用
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
事
柄
に
つ
い
て
児
童
自
身
が

「
書
い
て
伝
え
た
い
」
と
い
う
主
体
的

な
思
い
を
も
ち
な
が
ら
取
り
組
み
、
書

く
過
程
の
中
で
必
要
感
を
も
っ
て
他
者

と
関
わ
り
合
っ
た
り
学
び
合
っ
た
り
し

な
が
ら
協
働
的
に
学
習
す
る
こ
と
で
、

児
童
の
作
品
に
深
ま
り
が
出
て
く
る
。

実
の
場
で
活
用
す
る
、
主
体
的
・
協

働
的
な
書
く
こ
と
の
学
習
活
動
を
通
し

て
、
児
童
の
「
思
考
力
・
表
現
力
」
と

問
題
解
決
の
学
び
方
を
探
る「
探
究
力
」

が
高
ま
る
と
考
え
た
。

二　

研
究
の
内
容

思
考
力
・
表
現
力
を
育
て
る
た
め
例

文
と
学
習
材
を
工
夫
し
た
。
こ
の
手
だ

て
は
、
児
童
の
主
体
性
や
協
働
的
な
活

動
を
促
す
こ
と
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

探
究
力
を
育
て
る
た
め
に
、
単
元
に

入
る
前
の
書
く
意
欲
を
醸
成
す
る
期
間

と
し
て
「
０
次
」
を
大
切
に
す
る
。
こ

れ
に
は
長
期
的
な
も
の
と
短
期
的
な
も

の
と
が
あ
る
が
、
０
次
を
設
定
す
る
こ

と
で
、
児
童
は
単
元
と
出
会
っ
た
と
き

に
、
必
要
感
を
も
っ
て
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
、
探
究
力
の
基
と
な

る
と
考
え
た
。

ま
た
、
教
師
が
児
童
に
身
に
付
け
さ

せ
た
い
力
を
明
確
に
し
て
単
元
計
画
を

立
て
、「
実
の
場
」
で
の
活
用
を
位
置

付
け
る
単
元
構
成
を
工
夫
し
て
い
く
。

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部

自
己
充
実
を
目
指
し
、
主
体
的
・

協
働
的
に
話
し
合
う
活
動
を
通
し
て

思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
を
育
て
る

部
長　

前
田
佐
和
子

書
く
こ
と
部

実
の
場
で
活
用
す
る
、
主
体
的
・

協
働
的
な
書
く
活
動
を
通
し
て
、

思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
を

育
て
る

部
長　

早
坂
ひ
と
み
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一　

研
究
主
題
に
つ
い
て

「
実
生
活
に
生
き
る
言
葉
の
力
を
育

む
」
と
は
、
読
み
を
通
し
て
習
得
し
た

言
葉
の
力
を
生
活
の
様
々
な
場
面
で
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
体
的
に
学

ん
だ
り
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
い

た
り
、
読
書
生
活
を
広
げ
た
り
し
て
、

自
ら
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と

と
と
ら
え
た
。

国
語
の
学
習
に
お
い
て
、
児
童
が
主

体
的
に
文
章
に
向
き
合
っ
て
読
み
、
自

分
の
思
い
や
考
え
を
広
げ
た
り
、
深
め

た
り
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
し
た
り

す
る
力
を
付
け
、
そ
の
身
に
付
け
た
力

を
新
た
な
国
語
の
学
習
や
他
教
科
、
生

活
の
中
で
、
目
的
や
相
手
、
意
図
、
場

所
や
状
況
に
応
じ
て
使
う
と
と
も
に
、

そ
の
力
を
発
展
さ
せ
た
り
、
新
た
な
力

を
作
り
出
し
た
り
し
て
い
く
力
を
育
て

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究

力
は
、
実
生
活
に
生
き
る
言
葉
の
力
と

も
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
三
つ
の
力
を
次
の
よ
う
に
定
義
し

研
究
を
進
め
た
。

【
思
考
力
】
文
章
を
読
み
、
課
題
を
見

つ
け
、
論
理
的
に
考
え
た
り
体
験
と
結

び
付
け
た
り
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
取

り
組
み
、
自
分
の
考
え
を
形
成
す
る
力

【
表
現
力
】
文
章
を
読
ん
で
考
え
た
こ

と
を
、
目
的
や
相
手
な
ど
に
応
じ
て
、

自
分
の
言
葉
で
明
ら
か
に
す
る
力
や
協

働
的
な
学
び
の
基
盤
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
力

【
探
究
力
】
主
体
的
に
文
章
を
読
ん
だ

り
、
考
え
た
こ
と
を
も
と
に
協
働
的
に

学
ん
だ
り
す
る
中
で
、
自
分
の
考
え
を

広
げ
・
深
め
た
り
新
し
い
考
え
を
生
み

出
し
た
り
し
て
い
く
力

二　

研
究
の
内
容

① 

発
達
段
階
に
応
じ
た
具
体
的
な
児
童

の
学
び
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
。

② 

児
童
の
興
味
関
心
、
言
語
生
活
に
根

差
し
た
課
題
意
識
、
目
的
意
識
が
持

続
で
き
る
単
元
の
開
発
を
す
る
。

③ 

単
元
全
体
が
課
題
解
決
の
過
程
と
な

る
よ
う
に
し
、
身
に
付
け
た
言
語
能

力
や
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
さ
せ
て
い

く
学
習
過
程
を
工
夫
す
る
。

④ 

指
導
計
画
に
沿
っ
た
具
体
的
な
評
価

規
準
と
児
童
の
学
び
の
姿
を
明
確
に

し
、
適
切
な
評
価
場
面
・
評
価
方
法

に
よ
っ
て
評
価
し
指
導
に
生
か
す
。

一　

研
究
主
題
に
つ
い
て

言
語
文
化
部
は
、「
伝
統
的
な
言
語

文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」

の
内
容
に
関
わ
る
研
究
を
担
っ
て
い
る
。

本
会
研
究
主
題
の
「
未
来
を
拓
く
」

を
言
語
文
化
部
は
、「
言
語
文
化
に
出

会
い
、
言
語
文
化
や
言
葉
と
戯
れ
親
し

む
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
良
さ
に
気
付
き
、

尊
重
し
て
い
こ
う
と
す
る
思
い
や
、
我

が
国
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
、
新
た
な

創
造
へ
と
つ
な
い
で
い
く
態
度
を
育
て

る
」
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。

「
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
」

を
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
児
童
が
主

体
的
に
そ
し
て
協
働
的
に
学
習
に
取
り

組
む
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
、

「
自
ら
表
現
し
、
学
び
合
う
活
動
」
を

通
し
て
、
言
語
文
化
に
親
し
む
児
童
の

姿
を
明
確
に
し
、
学
習
展
開
を
工
夫
す

る
こ
と
で
、
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探

究
力
を
育
て
て
い
く
。

ま
た
、
単
元
構
成
に
お
い
て
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
単
元
の

ゴ
ー
ル
と
し
て
の
言
語
活
動
）
に
必
然

性
を
も
た
せ
る
こ
と
で
、
思
考
力
・
表

現
力
を
駆
使
し
て
課
題
を
探
求
し
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
向
け
て
、

児
童
は
活
動
し
て
い
く
。
そ
の
活
動
を

進
め
て
い
く
児
童
の
原
動
力
が
探
究
力

で
あ
る
。す
な
わ
ち
、学
習
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
と

意
識
さ
せ
る
こ
と
が
、
探
究
力
を
高
め

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

二　

研
究
の
内
容　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
の
身
の
回
り
に
は
、
様
々
な
言

語
文
化
が
根
付
い
て
い
る
。
児
童
の
言

語
生
活
及
び
言
語
現
象
そ
の
も
の
等
も

学
び
の
対
象
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
立

ち
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
学
習
材
を
発
掘

し
て
い
く
。
ま
た
、
必
然
性
の
あ
る
言

語
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
国
語
単

元
学
習
と
し
て
単
元
化
し
て
い
く
。

言
語
文
化
の
学
習
に
お
い
て
、
言
語

文
化
を
楽
し
ん
だ
り
親
し
ん
だ
り
す
る

中
で
、
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力

が
高
ま
る
と
の
考
え
か
ら
、
主
体
的
・

協
働
的
な
学
習
活
動
が
生
ま
れ
る
学
習

過
程
を
工
夫
す
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
が
一
覧
で
分
か
る
よ

う
に
、
単
元
構
造
図
を
作
成
し
、
学
習

活
動
や
高
め
た
い
力
を
整
理
し
て
い
く
。

読
む
こ
と
部

実
生
活
に
生
き
る
言
葉
の
力
を
育
む

読
む
こ
と
の
活
動
を
通
し
て
、思
考
力
・

表
現
力
及
び
探
究
力
を
育
て
る

部
長　

大
久
保
旬
子

言
語
文
化
部

言
語
文
化
に
親
し
み
、
自
ら
表
現
し
、

学
び
合
う
活
動
を
通
し
て
、
思
考
力
・

表
現
力
及
び
探
究
力
を
育
て
る

部
長　

篠
原　

敦
子
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今
年
度
の
ま
な
び
塾
は
、
夏
休
み
最

初
の
土
曜
日
と
な
る
、
平
成
二
十
八
年

七
月
二
十
三
日
、
港
区
立
高
輪
台
小
学

校
で
、
二
百
十
七
名
も
の
熱
心
な
受
講

生
を
迎
え
て
、
開
催
さ
れ
た
。

講
座
は
左
記
の
通
り
。
午
前
午
後
を

一
組
と
し
た
十
コ
ー
ス
・
二
十
講
座
、

講
師
陣
は
本
会
が
誇
る
、
顧
問
参
与
の

先
生
方
で
あ
る
。

〈
Ａ
コ
ー
ス
〉

午
前
：

 
 

音
読
・
朗
読
を
取
り
入
れ
た
読

む
こ
と
の
単
元
の
工
夫

午
後
：

 
 

伝
統
的
な
言
語
文
化
を
楽
し
み

古
典
に
親
し
む
指
導
の
工
夫

〈
Ｂ
コ
ー
ス
〉

午
前
：

 
 

伝
統
的
な
言
語
文
化
を
楽
し
み

古
典
に
親
し
む
指
導
の
工
夫

午
後
：

 
 

聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
た
話
合

い
の
指
導　

〈
Ｃ
コ
ー
ス
〉

午
前
：

 
 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
の
題
材

や
単
元
作
り

午
後
：

 
 

論
理
的
に
考
え
表
現
す
る
力
を

育
て
る
単
元
づ
く
り
や
指
導
の

工
夫

〈
Ｄ
コ
ー
ス
〉

午
前
：

 
 

話
合
い
や
交
流
の
さ
せ
方
と
指

導
の
工
夫

午
後
：

 
 

言
葉
の
力
を
磨
く
俳
句
や
短
歌・

詩
の
指
導
の
進
め
方

〈
Ｅ
コ
ー
ス
〉

午
前
：

 
 

読
む
こ
と
に
お
け
る
板
書
や

ノ
ー
ト
指
導
の
工
夫

午
後
：

 
 

話
す
こ
と
聞
く
こ
と
の
題
材
や

単
元
作
り

〈
Ｆ
コ
ー
ス
〉

午
前
：

 
 

発
達
段
階
に
応
じ
た
書
く
こ
と

の
題
材
と
指
導
の
工
夫

午
後
：

 
 

文
学
的
文
章
や
説
明
的
文
章
の

教
材
研
究
の
進
め
方
と
指
導
の

工
夫

〈
Ｇ
コ
ー
ス
〉

午
前
：

 
 

対
話
や
話
合
い
ス
ピ
ー
チ
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
の

工
夫

午
後
：

 
 

進
ん
で
書
く
よ
う
に
な
る
単
元

の
開
発

〈
Ｈ
コ
ー
ス
〉

午
前
：

 
 

子
供
が
主
体
的
に
読
み
深
め
る

説
明
的
文
章
の
単
元
作
り

午
後
：

 
 

物
語
文
や
随
筆
な
ど
の
書
き
方

と
指
導
の
工
夫

〈
Ｉ
コ
ー
ス
〉

午
前
：

 
 

意
見
文
や
論
理
的
文
章
の
書
き

方
と
指
導
の
工
夫

午
後
：

 
 

子
供
が
主
体
的
に
読
み
深
め
る

物
語
文
の
単
元
作
り

〈
Ｊ
コ
ー
ス
〉

午
前
：

 
 

読
書
と
つ
な
げ
た
読
む
こ
と
の

授
業
の
工
夫

午
後
：

 
 

子
供
の
発
言
の
整
理
の
仕
方
と

学
ぶ
力
の
定
着
を
図
る
指
導
の

工
夫

各
講
座
と
も
、
講
義
だ
け
で
な
く
、

都
小
国
研
四
部
会
の
実
践
報
告
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
模
擬
授
業
な
ど
多
彩
且

つ
実
践
的
な
内
容
で
、
冷
房
の
効
い
た

高
輪
台
小
学
校
の
各
教
室
で
は
、
午
前

十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
熱
心
な
学

び
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

受
講
生
は
、
半
数
が
案
内
を
見
て
の

自
主
的
な
申
し
込
み
で
あ
っ
た
が
、
管

理
職
や
研
究
部
長
、
先
輩
に
勧
め
ら
れ

て
と
い
う
方
も
多
く
、
校
内
研
や
区
市

教
育
委
員
会
の
研
修
で
ご
指
導
頂
い
た

講
師
の
先
生
の
お
話
が
ま
た
聞
き
た
く

て
と
か
、
毎
年
来
て
い
る
と
か
い
っ
た

熱
心
な
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
数
い
ら
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
書
か
れ
た
受
講
者
の

声
に
は
、「
○
○
先
生
の
、
○
○
と
い

う
指
導
が
大
分
か
り
や
す
か
っ
た
。」

と
い
っ
た
具
体
的
な
も
の
の
他
に
、

・  

授
業
で
す
ぐ
に
生
か
せ
る
内
容
で
、

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

・  

夏
休
み
明
け
の
授
業
で
早
速
実
践
し

て
み
た
い
。

・  

コ
ー
ス
の
中
で
午
前
午
後
、
領
域
を

混
ぜ
て
い
た
だ
い
た
の
が
良
か
っ
た
。

・  

講
師
の
先
生
方
が
、
自
分
の
経
験
を

惜
し
み
な
く
出
し
て
ご
指
導
く
だ

さ
っ
た
。

・  

聞
き
た
い
講
座
が
い
く
つ
も
あ
り

迷
っ
た
が
、
今
年
も
沢
山
の
学
び
を

も
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

中
に
は
、「
他
校
の
先
生
方
と
の
交

流
が
、
刺
激
に
な
っ
た
。」
と
い
う
も

の
も
あ
り
、
嬉
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。

課
題
と
し
て
は
、

・  

午
前
と
午
後
の
講
座
を
選
ば
せ
て
ほ

し
い
。

・  

初
心
者
や
国
語
が
苦
手
な
教
員
の
た

め
に
、
国
語
指
導
の
基
礎
基
本
講
座

が
あ
る
と
良
い
。

・  

低
学
年
向
け
、
高
学
年
向
け
と
か
、

何
年
目
位
の
教
員
向
け
か
、
と
い
っ

た
も
う
少
し
細
か
な
案
内
が
ほ
し
い
。

・
二
日
間
や
っ
て
ほ
し
い
。

・
年
二
回
や
っ
て
ほ
し
い
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
毎
年
忙
し
い
中
で
、

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
沢
山
の
資
料

を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
講
師
の

先
生
方
に
厚
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
二
十
八
年

第
十
回
ま
な
び
塾
活
動
報
告

副
会
長　

眞
瀨　

敦
子
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平
成
二
十
八
年
度
の
多
摩
地
区
の
総

会
・
研
究
大
会
は
、
六
月
三
日
（
金
）、

調
布
市
立
富
士
見
台
小
学
校
を
会
場
に

し
て
開
催
し
た
。

一　

多
摩
地
区
総
会

都
小
国
研
の
鶴
巻
景
子
会
長
を
は
じ

め
、
諸
先
輩
方
も
多
数
ご
参
会
の
中
、

議
事
を
円
滑
に
進
行
で
き
た
。

・  

平
成
二
十
七
年
度
の
各
部
月
例
会
や

研
究
授
業
等
の
研
究
活
動
、
普
及
啓

発
活
動
と
し
て
の「
多
摩
ま
な
び
塾
」

の
開
催
等
の
報
告

・  

平
成
二
十
八
年
度
役
員
の
承
認
、
新

会
長
・
役
員
の
挨
拶

・  

都
小
国
研
の
研
究
主
題
「
未
来
を
拓

く
国
語
教
育
の
創
造
―
思
考
力
・
表

現
力
及
び
探
究
力
が
育
つ
言
語
活
動

の
充
実
―
」
に
沿
っ
た
多
摩
地
区
に

お
け
る
研
究
活
動
の
計
画
に
つ
い
て

の
提
案

・
承
認

平
成
二
十
八
年
度
は
、
各
研
究
部
で

研
究
副
主
題
に
あ
る
、
思
考
力
、
表
現

力
、
探
究
力
が
育
つ
言
語
活
動
の
充
実

に
つ
い
て
、
一
単
位
時
間
、
一
単
元
に

お
け
る
具
体
的
な
方
法
を
考
え
、
授
業

に
お
い
て
工
夫
が
見
え
る
よ
う
研
究
を

進
め
、
多
摩
地
区
各
支
部
に
還
元
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

二　

研
究
大
会

（
一 

）前
年
度
の
東
京
都
教
育
研
究
員
に

よ
る
授
業
公
開

総
会
に
先
立
っ
て
、
平
成
二
十
七
年

度
の
東
京
都
教
育
研
究
員
で
あ
っ
た
調

布
市
立
富
士
見
台
小
学
校
田
中
里
香
主

任
教
諭
が
研
究
成
果
を
公
開
す
る
場
と

し
て
、
研
究
授
業
「『
わ
か
っ
た
こ
と

を
説
明
し
よ
う
』「
花
を
見
つ
け
る
手

が
か
り
」
を
行
っ
た
。

言
葉
を
意
識
し
な
が
ら
文
章
を
書
き
、

学
ん
だ
こ
と
を
言
葉
に
し
て
振
り
返
る

言
語
活
動
や
、
課
題
解
決
の
過
程
に
主

体
的
、
協
働
的
な
学
び
の
あ
る
授
業
の

提
案
が
な
さ
れ
た
。

（
二
）
支
部
の
研
究
発
表
（
調
布
支
部
）

総
会
と
併
せ
て
、
多
摩
地
区
支
部
の

研
究
発
表
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
、
調

布
市
小
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
が
発

表
し
た
。

調
布
支
部
で
は
、
研
究
主
題
「
自
分

の
考
え
を
も
ち
、
主
体
的
に
表
現
し
よ

う
と
す
る
児
童
の
育
成
」
を
目
指
し
具

体
的
な
手
法
を
開
発
し
な
が
ら
子
供
が

言
葉
の
力
を
つ
け
て
い
く
取
り
組
み
を

発
表
し
た
。

（
三
）
指
導
・
講
評

講
師
の
都
小
国
研
の
鶴
巻
景
子
会
長

か
ら
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
貴
重
な
ご

指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

・  

調
布
市
国
語
部
の
発
表
に
あ
っ
た
、

毎
時
間
二
百
字
の
取
り
組
み
や
気
持

ち
の
メ
ー
タ
ー
等
の
指
導
方
法
は
子

供
た
ち
の
言
葉
の
力
を
つ
け
る
。

・  

本
時
の
授
業
は
、
子
供
た
ち
が
振
り

返
り
を
書
い
て
教
師
が
適
切
な
温
か

い
言
葉
を
投
げ
か
け
、
指
導
と
評
価

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

・  

子
供
か
ら
出
た
言
葉
の
価
値
付
け
を

意
識
す
る
こ
と
は
、
次
の
学
習
の
交

流
の
視
点
に
つ
な
が
る
。

三　

研
究
計
画

〈
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部
〉

定 

例 

会
：
毎
月
一
回

研
究
授
業
：
年
一
回

月　
　

日
：
七
月
十
二
日（
火
）第
四
学
年

会　
　

場
：
立
川
市
立
け
や
き
台
小
学
校

授 

業 

者
：
山
﨑　

未
帆 

教
諭

講　
　

師
：
邑
上　

裕
子 

先
生

 （
明
星
大
学
准
教
授
・
元
都
小
国
研
会
長
）

〈
読
む
こ
と
部
〉

定 
例 
会
：
毎
月
一
回

研
究
授
業
：
年
二
回

月　
　

日
：
七
月
十
四（
木
）第
五
学
年

会　
　

場
：
府
中
市
立
府
中
第
二
小
学
校

授 

業 

者
：
白
倉　

裕
子 
主
任
教
諭

講　
　

師
：
井
出　

一
雄 

先
生

 （
昭
和
女
子
大
学
講
師
・
元
都
小
国
研
会
長
）

月　
　

日
：
二
月
十
六
日（
木
）第
二
学
年

会　
　

場
：
青
梅
市
立
若
草
小
学
校

授 

業 

者
：
大
西　

聡
子 

教
諭

講　
　

師
：
井
出　

一
雄 

先
生

 （
昭
和
女
子
大
学
講
師
・
元
都
小
国
研
会
長
）

〈
書
く
こ
と
部
〉

定 

例 

会
：
毎
月
一
回

研
究
授
業
：
年
一
回

月　
　

日
：
一
月
二
十
四
日（
火
）第
五
学
年

会　
　

場
：
昭
島
市
立
拝
島
第
二
小
学
校

授 

業 

者
：
鈴
木　

博
子 

教
諭

講　
　

師
：
安
達　

知
子 

先
生

 

（
元
都
小
国
研
会
長
）

〈
言
語
部
〉

　

休
部
。
研
究
活
動
再
開
の
準
備
中
。

〈
講
演
会
〉

「
国
語
教
育
の
今
ま
で　

そ
し
て　

こ

れ
か
ら
」　

月　
　

日
：
一
月
三
十
一
日（
火
）

会　
　

場
：
立
川
市
立
第
六
小
学
校

講　
　

師
：
邑
上　

裕
子 

先
生

 （
明
星
大
学
准
教
授
・
元
都
小
国
研
会
長
）

四　

第
八
回
多
摩
ま
な
び
塾

日
時
：
十
一
月
五
日（
土
）

　
　
　

午
前
九
時
十
五
分
〜
正
午

会
場
：
昭
島
市
立
中
神
小
学
校

内
容
： 

三
領
域
と
言
語
文
化
の
指
導
に

関
す
る
講
座
（
四
講
座
）

平
成
二
十
八
年
度　

都
小
国
研

多
摩
地
区
総
会
・
研
究
大
会
報
告

副
会
長　

西
久
保
律
子
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本
区
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
小

中
一
貫
教
育
を
全
区
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
経
緯
か
ら
、
教
育
会
小
学
校

国
語
・
図
書
館
部
は
、
平
成
二
十
年
度

よ
り
中
学
校
と
一
緒
に
活
動
を
し
、
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、「
読
む
こ
と
」
の
領
域
で
、

テ
ー
マ
を
「
主
体
的
・
協
同
的
な
学
び

を
実
現
す
る
『
文
学
的
文
章
を
読
む
こ

と
』
の
授
業
作
り
」
と
し
、
特
に
物
語

教
材
に
焦
点
を
あ
て
、
登
場
人
物
の
心

情
や
場
面
の
描
写
、
文
章
の
構
成
や
展

開
、
表
現
の
特
徴
を
考
え
、
友
達
と
の

交
流
活
動
を
通
し
て
さ
ら
に
深
い
学
び

と
な
る
よ
う
、
研
究
授
業
を
核
に
実
践

を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

部
員
は
小
・
中
合
わ
せ
て
総
勢
百
四

十
名
を
超
え
、
大
き
な
研
究
組
織
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
・
二

年
分
科
会
、
三
・
四
年
分
科
会
、
五
・
六
・

七
年
分
科
会
、
八
・
九
年
分
科
会
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
研
究
授

業
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
深
め
て
い

ま
す
。
研
究
授
業
は
各
分
科
会
が
一
回

行
い
、
小
・
中
全
員
で
協
議
会
を
も
ち

ま
す
。

研
究
会
当
日
は
、
教
え
子
を
中
学
校

で
見
つ
け
た
り
、
声
を
掛
け
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
協
議

会
で
は
、
小
学
校
・
中
学
校
の
先
生
か

ら
の
意
見
や
感
想
の
違
い
や
共
通
点
が

見
つ
か
る
な
ど
、
小
中
一
貫
な
ら
で
は

の
研
究
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
国
語
部
は
、「
小
・
中
学
校

合
同
授
業
研
究
会
」
の
中
の
一
組
織
と

し
て
小
中
学
校
の
教
員
が
合
同
で
授
業

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
こ
の
合

同
研
究
会
共
通
テ
ー
マ
で
あ
る
「
思
考

力
・
表
現
力
を
高
め
る
指
導
法
の
工
夫

―
問
題
解
決
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て

―
」
を
受
け
冒
頭
の
よ
う
に
決
定
し
、

さ
ら
に
サ
ブ
テ
ー
マ
を「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
」
と
し
て
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

【
本
年
度
の
研
究
報
告
】

低
学
年
ブ
ロ
ッ
ク
と
高
学
年
・
中
学

校
ブ
ロ
ッ
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
六
月
と
十
月

に
講
師
を
招
へ
い
し
、
研
究
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
六
月
は
第
六
学
年
の
「
笑

う
か
ら
楽
し
い
」
を
、
十
月
は
第
二
学

年
の
「
お
手
紙
」
を
扱
い
、
主
体
的
に

読
む
た
め
の
指
導
に
つ
い
て
提
案
、
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

十
月
の
研
究
授
業
は
、
他
部
会
所
属

の
教
員
や
他
市
の
教
員
、
保
護
者
・
地

域
に
も
公
開
し
、
協
議
会
も
参
加
し
て

も
ら
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
事
者
と

し
て
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
却
っ

て
気
付
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な

授
業
の
課
題
に
つ
い
て
、
単
刀
直
入
に

指
摘
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
の
ち
一
月
に
、
紀
要
原
稿
を
作

成
し
、
各
教
科
の
原
稿
等
と
併
せ
て
国

立
市
小
中
学
校
合
同
授
業
研
究
会
の
紀

要
を
作
成
す
る
こ
と
で
一
年
の
活
動
を

締
め
く
く
り
ま
す
。

小
さ
い
市
な
ら
で
は
の
小
・
中
学
校

合
同
で
の
研
究
組
織
は
、
小
・
中
連
携

の
鍵
と
な
り
、
児
童
・
生
徒
の
指
導
の

連
続
性
を
考
え
て
い
く
上
で
、
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

今
年
度
は
、
十
月
二
十
七
日
に
杉

並
公
会
堂
、
二
十
八
日
に
杉
並
区
立

高
井
戸
小
学
校
と
杉
並
区
立
杉
並
第

一
小
学
校
を
会
場
と
し
て
全
国
小
学

校
国
語
研
究
大
会
東
京
大
会
・
東
京

都
小
学
校
国
語
教
育
研
究
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
未
来
を
拓
く
国

語
教
育
の
創
造
―
思
考
力
・
表
現
力

及
び
探
求
力
が
育
つ
言
語
活
動
の
充

実
―
」
の
研
究
主
題
を
具
体
的
な
実

践
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
の
活
動
す

る
姿
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
都
小
国
研
の
先
生
方

の
力
が
結
実
し
た
質
も
量
も
充
実
し

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
先
生
方
の

熱
意
と
創
意
が
真
摯
に
発
揮
さ
れ
た

実
践
の
数
々
で
し
た
。
ほ
ん
の
数
時

間
の
関
わ
り
の
中
で
も
、
子
供
た
ち

の
充
実
し
た
学
び
を
引
き
出
す
先
生

方
の
授
業
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の

積
み
重
ね
の
厚
み
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
勢
の
方
々
の
ご
講
演
も

貴
重
な
お
話
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
例
え
ば
山
本
東
次
郎
様
の
「
受

け
手
を
信
じ
て
過
度
な
表
現
を
慎

む
」
と
い
う
意
味
の
お
話
は
日
本
人

が
育
ん
で
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
文
化
の
意
味
や
価
値
に
つ
い
て
も

振
り
返
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
成
功
が
、
さ
ら
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

昭
島
市
立
成
隣
小
学
校

 

加
賀
田　

真
理

品
川
支
部

　
「
主
体
的
・
協
同
的
な
学
び
を

　
　

実
現
す
る
『
文
学
的
文
章
を

 

読
む
こ
と
』
の
授
業
作
り
」

支
部
だ
よ
り

国
立
支
部

　
「
主
体
的
に
読
む
力
を

 

育
む
た
め
の
指
導
法
の
工
夫
」
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